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　　　　　は、エポキシ樹脂やシリケート樹脂に
亜鉛末を配合した、鋼材用の高性能防食塗料です。
　　　　　は、エポキシ樹脂やシリケート樹脂に
亜鉛末を配合した、鋼材用の高性能防食塗料です。
SDジンクは、船舶用・橋梁用鋼材などのショッププライマー用と、防食・下塗り
用とがあり、いずれも、それぞれの用途に応じたすぐれた防食性・付着性・物理性
を発揮します。
したがって、船舶・海洋構造物・大形鉄構（橋梁・鉄塔・タンクなど）・海上コン
テナー・電力施設・化学施設・産業機械・車両の防食塗料として使用できます。

SDジンクは、船舶用・橋梁用鋼材などのショッププライマー用と、防食・下塗り
用とがあり、いずれも、それぞれの用途に応じたすぐれた防食性・付着性・物理性
を発揮します。
したがって、船舶・海洋構造物・大形鉄構（橋梁・鉄塔・タンクなど）・海上コン
テナー・電力施設・化学施設・産業機械・車両の防食塗料として使用できます。



種類と使用区分一般的特長

分類1.防食性にすぐれています。

種類と使用区分

一般にジンクプライマーは、ショッププライマー用と防食・下塗り用があり、さらにそれぞれ亜鉛末など
と組み合わせるバインダーの種類によって、次のように分類されます。

塗膜に含まれている亜鉛の働きにより、電気化学
的防食性があり、耐水性・耐油性もすぐれています。
ショッププライマーは、15～20μmの比較的薄
い塗膜ですが、適切な取扱いによって、長期にわ
たってすぐれた防食性を示します。
防食下塗り用は、一回の塗装で75μm以上の膜厚
が得られ、適切な上塗塗料と組み合わせることに
より、半永久的な長期防食が期待できます。

4.スプレー塗装作業性にすぐれています。
連続塗装してもノズルのツマリなどの問題がなく、
作業能率を高めます。
さらに、ショッププライマー用の製品は、その用
途から下記の特長をもっています。なお、ショッ
ププライマー塗装鋼板の取扱いについては、後述
の「使用上の注意事項」の項をご参照ください。

5.速乾性です。（ショッププライマー用）
常乾で数分間で指触乾燥し、塗装後、すみやかに
取扱いが可能となりますので、鋼材を多量迅速に
処理できます。

6.溶接・ガス切断性がすぐれています。
　　　　　　　　　 （ショッププライマー用）
塗装鋼板の溶接・ガス切断にも支障が少なく、また、
焼きこげ・焼幅が少ないというメリットがあります。

なお、上塗り性については、SDジンクの種類およ
び使用環境によって多少異なります。詳細は製品
説明書がありますので、ご参照ください。

2.物理的性能がよい。
亜鉛めっきに近い強じんな塗膜を形成しますので、
鋼材の運搬・加工・組立てなどの工程中に受ける
機械的磨耗に耐え、かつ、傷がつきにくいので補
修の手間が省けます。

3.付着性がよい。
付着性・物理性がすぐれた高性能なバインダーを
使用しているので、鋼材ブラスト面によく付着し
ます。また、油性さび止め塗料など一部の塗料を
除いた各種のさび止め塗料ともよく付着します。

SDジンク100 ○

有機質系 反応形エポキシ樹脂

製品名 ショップ　　
プライマー用

バインダー

注1） ショッププライマー用の膜厚は15μmが標準。防食・下塗り用の膜厚は、75μmが標準。
注2） アルカリシリケート樹脂系の人為硬化形は、塗装後に硬化液を塗付して反応硬化させます。
注3） SDジンク100には、グレーの標準色のほかに、色分け用・タッチアップ用があります。
 詳細は、当社へお問い合わせください。
注4） 別に製品説明書がありますので、ご参照ください。

主な使用区分

防食・　
下塗り用

SDジンク500 ○

SDジンク500 HF ○

SDジンク1500 A ○

SDジンク1000 ○

無機質系 アルキルシリケート樹脂○

ジンクプライマー

有機質系

反応形エポキシ樹脂
高分子エポキシ樹脂
エポキシエステル樹脂
その他

無機質系 アルキルシリケート樹脂
アルカリシリケート樹脂

自己硬化形（セルフキュア型）
人為硬化形（ポストキュア型）

  SDジンク1000 HA（S）



品種別の特長

1. 有機質系の標準的なジンクリッチショッププライマーです。
2. 各種素地に対する付着性がすぐれています。
3. 防食性がすぐれています。
4. 耐電気防食性がすぐれています。

1. 有機質系の防食・下塗り用です。
2. ボルト接合部に適したすべり係数を有しています。
3. 防食性がすぐれています。
4. 各種有機質系塗料を塗り重ねることができます。

1. 無機質系の標準的なジンクリッチショッププライマーです。
2. 耐熱性がすぐれていますので、熱加工時の焼損が少ない。
3. 防食性がすぐれています。
4. 白さびの発生が少なく、二次表面処理が軽減できます。

1. 無機質系の標準的な防食・下塗り用です。
2. 塗膜硬度が特に高く、傷がつきにくい。
3. 厚塗り性がすぐれ、タレ・ワレなどが発生しにくい。
4. 耐熱性がすぐれています。

1. 塗付量が少なく、非常に経済的です。
2. 耐熱性がすぐれていますので、熱加工時の焼損が少ない。
3. 溶接性・ガス切断性が特にすぐれ、精度の高い加工ができます。
4. 亜鉛末は低濃度ですが、特殊な組成によってすぐれた防食性を
　 発揮します。
5. 亜鉛ヒュームの発生が少ない。
6. 上塗り性がすぐれ、幅広く塗装できます。

品　種 特　長

SDジンク500 HF

1. 有機質系の標準的な防食・下塗り用です。
2. 厚塗り性がすぐれ、タレにくい。
3. 防食性がすぐれています。
4. 各種の有機質系塗料が上塗りできます。

SDジンク500

SDジンク1500A

防食・　
下塗り用

ショップ　　
プライマー用

SDジンク1000

SDジンク1000 HA（S）

○SDジンク100

船舶 大形鉄構 電力 化学工場
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SDジンク1000

○ ○ ○ ○SDジンク1000HA（S） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SDジンク500 HF ○ ○

SDジンク500 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○SDジンク1500A

ショップ　　
プライマー用

防食・　
下塗り用

用途
SDジンクは、一般的特長のほかに、品種によってさらに次のような特長を備えています。下記に代表的な
特長を述べますので、品種選定の際のご参考にしてください。

SDジンクは、品種によって用途適性が異なります。次表にその基準を示しましたので、被塗物によって
選択してください。

推奨用途

SDジンク
プライマーZE
の品種

注1） 

注2） 

注3）

上記の表は、選定のための目安です。特定の被塗物や上塗りを含めた塗装仕様についての詳細は、製品説明書を参照
または、当社にご相談ください。
ショッププライマー用のSDジンク100、1000および1000HA（S）の上には、防食・下塗り用ジンク（ただし有機ジンクの上に無機
ジンクは除く）、エポマリン、エポシール、エスコ、セラテクトなどの防食塗料が塗装できます。
同様に、防食・下塗り用ジンクの上には、エポマリン、エポシール、エスコ、セラテクト、その他の防食塗料が塗装できます。

SDジンク100



SDジンクを用いる塗装工程は、下記のように、　および　  のショッププライマー方式と、    の製品ブラ
スト方式に分類できます。

C

使用方法

素地調整

調合割合と調合方法

ニア ホワイトメタル
（ISO Sa 2   ）

原板ブラスト
（ショット）

研磨材

100・100QD・1000・
       1000HA（S）　　  

SDジンクの品種 除錆度

1
2

1）鋼板表面の油汚れ・水分・ダストなどを除去します。
2）鋼板表面のミルスケールやさびは、ブラスト処理で完全に除去します。
 ブラストに用いる研磨材の種類と除錆度は、下記を標準としてください。

4）スプレーチップのつまりとなりやすいかたまりを取り除くため、調合後に濾過してから使用してくだ
 さい。
5）亜鉛末顔料は比重が大きく、また大量に入れるため沈降を生じやすいので、作業は常時かきまぜなが
 ら使用してください。

3）ブラスト処理鋼板表面に付着している研磨材や塵埃などを、エアブローなどでじゅうぶんに除去し、
 できるだけすみやかにSDジンクを塗装します。
4）ショッププライマー表面に防食・下塗り用ジンクを塗装する場合の2次表面処理は、用途・品種に
 よって、方法・グレードが若干異なります。
 詳細は当社にお問い合わせください。

SDジンクの性能をじゅうぶんに発揮させるためには、被塗面の塗装前処理が重要です。

注）ただし、SDジンク100に1500N・1500Aを塗り重ねることは避けてください。

塗装工程

鋼板 加工・組立 2次表面処理ブラスト
処理

SDジンク
100、1000
  1000HA（S）

各種
下・中・上塗
塗料

B

B

A

A

鋼板 加工・組立 ブラスト処理
SDジンク

　500、500HF、
1500A

そのまま使用
または、
各種下・中・
上塗塗料

C

SDジンク100

SDジンク1000HA（S）

SDジンク500
SDジンク500HF

SDジンク1000
SDジンク1500A

かきまぜながら
少量ずつ粉を加える

かきまぜながら
少量ずつ亜鉛末を加える

かきまぜ

かきまぜ

かきまぜ

かきまぜ

かきまぜ

かきまぜ

かきまぜ

かきまぜ

かきまぜ シンナー

濾過

濾過

濾過

濾過

シンナー亜鉛末

亜鉛末

硬化剤

硬化剤ベース

ベース

ベース

液

液シンナー

シンナー

500・500HF・1500A
製品ブラスト

（グリット・サンド）

1）SDジンクは、多液形塗料で、それぞれ化学当量比に従って設計されております。各製品は、末尾の
「荷姿及び塗料性状」の項で示すとおり、あらかじめ規定の割合の荷姿でセットされておりますので、
必ずセットで調合してください。補修塗りなどやむを得ず少量調合するときは、「荷姿及び塗料性状」
の一覧表に示した割合に調合してください。

2）一度調合しますと徐々に化学反応が進み、塗料が固化したり、所定の性能が発揮できなくなりますの
で使用時限内（「荷姿及び塗料性状」の項参照）に塗装が終わるようにしてください。

3）下図に示す順序で調合してください。亜鉛末を最後に少量ずつかきまぜながら入れることが重要です。
一度に亜鉛末を入れると、亜鉛末のかたまりが生じ、スプレーチップのつまりの原因となることが
あります。



使用上の注意事項

塗装時の注意事項
1. 火気厳禁と換気
SDジンクは、引火性溶剤を含有しており、また
亜鉛末を混合しますので、塗料取扱い時及び塗装
時には換気をじゅうぶんに行い、火気もじゅうぶ
んご注意ください。

2. 保存
容器は密封して、直射日光に当たる所や高温の場
所は避けて保存してください。

3. 膜厚の管理
ショッププライマー用は、厚塗りにならないように
膜厚管理を行ってください。厚塗りしすぎますと
溶接・ガス切断性に支障の出ることがあります。
無機質ジンクプライマーは、使用しているバイン
ダーの性質上、厚塗りしすぎると“ワレ”を生ず
る場合がありますので、膜厚の管理をじゅうぶん
に行うとともに、“タレ”や塗料の“タマリ”を
生じないよう、塗装に注意してください。

4. 塗装機の洗浄
使用に先立って、専用シンナーでじゅうぶんに洗
浄してください。また、多液形塗料のため時間が
たつと固化しますので、使用後はすみやかに専用
シンナーでじゅうぶん洗浄してください。

塗装方法
ショッププライマー用は、溶接・ガス切断性による支障を与えないよう、約15μmに均一に塗装するこ
とが重要です。また、防食用下塗りは約75μmに塗装することが必要です。このためには、吹付け塗り
が最適です。ハケ塗りも可能ですが、補修塗りなどに限定されることが望まれます。各塗料の塗装条件の
代表例を下記に示します。

塗装鋼板の取扱い注意事項
1. 塗装鋼鈑の保管
ショッププライマー鋼板は、15μm程度の膜厚で
次工程までの防食性をもたしています。しかし、
乾燥が不充分な場合や、屋外に保管されている間
に積み重ねた鋼板間に雨水が入って長期間ぬれた
状態におかれたり、鋼板輸送中に海水（塩分）の
影響を受けた場合は、塗膜性能が発揮できない場
合があります。したがって、塗装鋼鈑の保管方法
と保管期間には、じゅうぶんご注意ください。

2. 保護マスク
ショッププライマー塗装鋼鈑を溶接・ガス切断す
るときは、換気をじゅうぶんに行ない、ガスマス
クなどの保護マスクを着用してください。

3. 白さびの除去
SDジンクを塗装後、ばくろされていると白さび（亜
鉛化合物の生成）が生じます。その上に塗装する
ときには、前もって白さびをじゅうぶんに除去し
てください。

4. 塗リ重ね塗料
SDジンクは、いずれも活性な亜鉛末を含んでい
るため、この上に油性塗料などを塗装した場合、
ばくろ数年後にハガレを生ずることがありますので、
塩化ゴム樹脂塗料、ポリウレタン樹脂塗料、エポ
キシ樹脂塗料などを選定してください。

たとえば、
日本グレイ社製

163T　517～721

エアレス
スプレー

塗装方法

SDジンク100

SDジンク1000

SDジンクの品種 ノズルチップ

2次圧
6～12Mpa

吹付圧

SDジンク500

SDジンク500HF

SDジンク1000HA（S）

SDジンク1500A

SDジンクシンナー

希釈剤

SDジンク
1000HAシンナー

SDジンク
1000シンナー

0～10

希釈率
（重量％）

0～20

たとえば、
日本グレイ社製

163T　619～823

SDジンク
シンナー 0～10

SDジンク
1500シンナー
SDジンク

1500シンナー（夏形）

注1）上記の条件は代表例です。詳細は当社へご照会ください。
注2）1Mpaは、10kg/cm2

0～5



荷姿および塗料性状

SDジンクの品種

100ベース
100硬化剤
ZE用亜鉛末A

2.50kg
1.25kg
11.25kg

15kg
セット

SDジンク
100

荷姿 混合
割合 色

密度

SDジンク100

製品名

SDジンク1000HA（S）

SDジンク1000

SDジンク500

SDジンク1500A

SDジンク500HF

SDジンク1000HA（S）

規格名

該当規格
および取得した承認

注1）標準塗付量は、理論塗付量または計測塗付量に塗装ロス係数を乗じたものですが、この値はエアレススプレー
 塗装の標準的な目安で、素地の状態・風・塗装条件などによって異なりますのでご注意ください。
注2）SDジンクの塗装間隔は、使用される環境および上塗塗料によって異なります。
 詳細は別に説明書がありますのでご参照ください。

注1）JIS規格はJISマーク表示運用されてないので製品にJIS表示はできません。
注2）JHS（日本道路公団規格）、SDK（首都高速道路公団規格）、HDK（阪神高速道路公団規格）、
 HBS（本州四国道路橋公団規格）、SPS（鉄道総研規格）、NES（名古屋高速道路公社規格）、
 FKD（福岡北九州高速道路公社規格）
注3）日本海事協会 SOLAS'74 防火難燃性に関する承認においては、ショッププライマーおよび無機質系塗料は承認の
 対象より除外されています。

（
混
合
物
）

乾燥
膜厚
（μm）

使用
時限
（20℃）

最小
塗装
間隔
（20℃）

標準
塗付量
（kg/m ）2

乾燥性

半硬化指触

（20℃）

20
10
90

120 グレー 2.67 15 ― 3分0.15 8
時間

16
時間

1000ベース
1000亜鉛末

6kg
14kg

20kg
セット

SDジンク
1000

30
70 100 グレー 2.36 15 ― 3分0.15 5

時間
24
時間

500ベース
500硬化剤

19kg
1kg

20kg
セット

SDジンク
500

95
5 100 グレー 2.70 75 20分 3時間0.70 8

時間
24
時間

1500A液
1500A亜鉛末

5kg
20kg

25kg
セット

SDジンク
1500A

20
80 100 グレー 2.93 75 30分 3時間0.70 6

時間
48
時間

500HFベース
500HF硬化剤

18kg
2kg

20kg
セット

SDジンク
500HF

90
10 100 グレー 3.00 75 20分 3時間0.70 8

時間
24
時間

1000HA（S）液
1000HA（S）ベース

7.6kg
10.4kg

18kg
セット

SDジンク
  1000HA（S）

42.2
57.8 100

グレー
ブラウン
グリーン

― 3分0.08
（17.5μm）

24
時間

24
時間

1.32
1.37
1.31

15

20

～

Lloyd's Register of Shipping（溶接溶断性に関するもの）

JIS K 5553 2種
JHS-P-06 有機ジンクリッチペイント
SDK P-412 有機ジンクリッチペイント
HDK P-03 有機ジンクリッチペイント
SPS 66053-11 厚膜形エポキシジンクリッチペイント
NES P-103 有機ジンクリッチペイント
FKD-P-03 有機ジンクリッチペイント
Lloyd's Register of Shipping（Corrosion Control）
鋼道路橋塗装便覧塗料標準　有機ジンクリッチペイント

JIS K 5552 2種
Lloyd's Register of Shipping（溶接溶断性に関するもの）

JIS K 5553 1種
JHS-P-05 無機ジンクリッチペイント
SDK P-411 厚膜形無機ジンクリッチペイント
HBS K5603 厚膜形無機ジンクリッチペイント
HBS K5617 厚膜形無機ジンクリッチペイント鋼床版上面用
SPS 66053-9 厚膜形無機ジンクリッチペイント
NES P-112 無機ジンクリッチペイント
FKD-P-02 無機ジンクリッチペイント
鋼道路橋塗装便覧塗料標準　無機ジンクリッチペイント

JHS-P-23　　　機能性プライマー

JIS K 5552 1種
JHS-P-02 無機ジンクリッチプライマー
SDK P-401 無機ジンクリッチプライマー
HDK P-01 無機ジンクリッチプライマー
HBS K5611 無機ジンクリッチプライマー
SPS 66053-8 無機ジンクリッチプライマー
NES P-101 無機ジンクリッチプライマー
FKD-P-01 無機ジンクリッチプライマー
Lloyd's Register of Shipping（溶接溶断性に関するもの）
鋼道路橋塗装便覧塗料標準　無機ジンクリッチプライマー

JIS K 5553 2種



安全・衛生に注意し、正しく製品をご使用いただくために、特に下記の事項を守ってください。

一般的注意事項

取扱い方法

救 急 処 置

火災時の処置
貯蔵保管方法
廃 棄 方 法
誤使用防止

関 連 法 規

●引火性の液体で火気厳禁です。また、吸入したり皮ふに触れたりすると中毒やかぶれ、
その他の健康障害を起こす恐れがありますから、取扱いには下記の注意事項を守ってく
ださい。
●火気の有るところでは使用しないでください。
●取扱作業場所には局所排気装置を設けてください。
●塗装中、乾燥中ともに換気をよくし、蒸気を吸い込まないようにしてください。
●取扱い中は、できるだけ皮ふに触れないようにし、必要に応じて、有機ガス用防毒マ
スクまたは、保護めがね、保護手袋、更に頭巾、長袖の作業衣、えり巻きタオル等を
着用してください。
●こぼれたときには、砂等を散布した後、布類（ウエス）で拭き取ってください。塗料
の付いた布類や塗料かす、スプレーダスト等は、必ず水に浸して処理してください。
●取扱い後は、洗顔、手洗い、うがい及び鼻孔洗浄を十分に行ってください。
●皮ふに付着したときには、石けん水で洗い落し、痛みや外傷が生じたときには、医師
の診察を受けてください。

●目に入ったときには、多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診察を受けてください。
●蒸気やガスを吸って不快なときには、空気の清浄な場所で安静にし、必要に応じて医
師の診察を受けてください。
●火災時には、炭酸ガス、泡または粉末消火器を用いてください。
●完全にふたをし、一定の場所を定めて、子供の手の届かないところに保管してください。
●捨てるときには、産業廃棄物として処理してください。
●本来の目的以外は（シンナー遊び等）に使用しないでください。

●労働安全衛生法（特定化学物質等障害予防規則、有機溶剤中毒予防規則）
●毒物及び劇物取締法
●消防法
●廃棄物の処理及び清掃に関する法律

消防法による危険物及び使用有機溶剤種別
製品名 危険物 有機溶剤

ベース 第4類第1石油類 第2種

製品取扱上の注意事項（安全衛生他）

SDジンク100 硬化剤 第4類第1石油類 第2種

亜鉛末 非危険物 ―

SDジンク500HF
ベース 第4類第1石油類 第2種

硬化剤 第4類第1石油類 第2種

SDジンク500
ベース 第4類第1石油類 第2種

硬化剤 第4類第1石油類 第2種

SDジンク1000
ベース 第4類第1石油類 第2種

亜鉛末 非危険物 ―

SDジンク1000HA（S）
ベース 第4類第1石油類 第2種

　液 第4類第1石油類 第2種

SDジンク1500A
　液 第4類第1石油類 第2種

亜鉛末 非危険物 ―

詳細な内容は、化学物質等安全データシート（MSDS）をご参照ください。

※別冊の製品安全パンフレット「エポキシ樹脂塗料使用上のご注意」「有機溶剤の毒性及び危険性とその対策について」をご参照ください。

SDジンク100・500の成分であるエポキシ樹脂、及び硬化剤に用いるアミン化合物は、皮ふ及び粘膜に
対する刺戟作用があります。吸入したり、直接皮ふに触れたりすると中毒や炎症を起こすことがあります。
また、亜鉛末を配合している「ベース」は容器内に発生するガスにより、容器の一部が膨張することがあ
りますので、開缶時容器ふたを取るときはじゅうぶん注意してください。

製品取扱上の注意事項（安全衛生他） 　　

SDジンク100・500の成分であるエポキシ樹脂、及び硬化剤に用いるアミン化合物は、皮ふ及び粘膜に
対する刺戟作用があります。吸入したり、直接皮ふに触れたりすると中毒や炎症を起こすことがあります。
また、亜鉛末を配合している「ベース」は容器内に発生するガスにより、容器の一部が膨張することがあり
ますので、開缶時容器ふたを取るときはじゅうぶん注意してください。

■下記の注意事項を守って下さい。
■詳細な内容については化学物質等安全データシート（MSDS）をご参照下さい。

予 防 策 ● 取り扱い作業中・乾燥中ともに換気のよい場所で使用し、粉じん・ヒューム・ガス・ミスト・
蒸気・スプレーを吸入しないこと。必要な保護具（帽子・保護めがね・マスク・手袋等）
を着用し、身体に付着しないようにすること。
● 吸入に関する危険有害性情報の表示がある場合、有機ガス用防毒マスク、又は、送気マス
クを着用すること。又、取り扱い作業場所には局所排気装置を設けること。
● 皮膚接触に関する危険有害性情報の表示がある場合、頭巾・えり巻きタオル・長袖の作
業着・前掛を着用すること。
●火気を避けること。静電気放電に対する予防処置を講ずること。
●火災を発生しない工具・防爆型の電気機器・換気装置・照明機器等を使用すること。
●裸火又は高温の白熱体に噴霧しないこと。
●本来の目的以外に使用しないこと。
●指定材料以外のものとは混合（多液品の混合・希釈等）しないこと。
●缶の取っ手を持って振ったり、取っ手をロープやフックで吊り下げたりしないこと。
●取り扱い後は、洗顔、手洗い、うがい、及び、鼻孔洗浄を十分行うこと。
●使用済みの容器は、火気、溶接、加熱を避けること。
●本品の付いた布類や本品のかす等は水に浸して処分すること。

対 　 応 ●目に入った場合：直ちに、多量の水で洗うとともに医師の診察を受けること。
● 皮膚に付着した場合：直ちに拭き取り、石けん水で洗い落とし、痛みや外傷等がある場合
は、医師の診察を受けること。
●吸入した場合：空気の清浄な場所で安静にし、必要に応じて医師の診察を受けること。
●飲み込んだ場合：直ちに医師に連絡すること。無理に吐かせないこと。
●漏出時や飛散した場合は、砂、布類（ウエス）等で吸い取り、拭き取ること。
●火災時には、炭酸ガス、泡、又は、粉末消火器を用いること。

保 　 管 ●指定容器を使用し、完全にふたをして湿気のない場所に保管すること。
●直射日光、雨ざらしを避け、貯蔵条件に基づき保管すること。
●子供の手の届かない場所に保管すること。又、関連法規に基づき適正に管理すること

廃 　 棄 ● 本品の付いた布類や本品のかす、及び、使用済み容器を廃棄するときは、関連法規を厳守
の上、産業廃棄物として処分すること。（排水路、河川、下水、及び、土壌等の環境を汚染す
る場所へ廃棄しないこと。）



ご用命は

※製品改良のため予告なしに変更することもございますのでご諒承ください。　このカタログは再生紙を使用しております。

（07年04月24刷 PPO）
カタログ No.305

東北販売部 〒983‐0004 仙台市宮城野区岡田西町3‐40（ＫＳＣビル）
 TEL (022)287‐2721 FAX (022)288‐7073

北関東
信越販売部 〒371‐0804 前橋市六供町1丁目13‐1（ＹＫ第1ビル） TEL (027)243‐0388  FAX (027)243‐0398
長野営業所 〒388‐8008 長野市合戦場2丁目88

 TEL (026)293‐5454  FAX (026)293‐5457
新潟営業所 〒950‐0088 新潟市中央区万代5丁目7‐2（ダイアパレスシアース万代）

 TEL (025)246‐3347  FAX (025)241‐9442
北関東営業所 〒321‐0953 栃木県宇都宮市東宿郷6丁目1‐7（ビック・ビー東宿郷5Ｆ）
 TEL (028)637‐8200  FAX (028)637‐8223

東京販売部 〒144‐0045 東京都大田区南六郷3丁目12番1号
 TEL (03)5711‐8905  FAX (03)5711‐8935
千葉営業所 〒262‐0033 千葉県千葉市花見川区幕張本郷6‐27‐18(YSビル4F)

 TEL (043)297‐3611  FAX (043)297‐3710
岩槻営業所 〒339‐0073 埼玉県さいたま市岩槻区上野3-8 -8
 TEL (048)795‐1116  FAX (048)795‐1112
静岡営業所 〒422‐8008 静岡県静岡市駿河区栗原12-9

 TEL (054)262‐4747  FAX (054)262‐0330

中部販売部 〒460‐0007 名古屋市中区新栄1‐29‐25
 TEL (052)262‐0921  FAX (052)262‐0981
三重営業所 〒510‐0101 三重県四日市市楠町小倉1804‐5

 TEL (0593)97‐3313  FAX (0593)97‐4887

大阪販売部 〒564‐0051 大阪府吹田市豊津町13番45号
 TEL (06)6337‐0761  FAX (06)6330‐2751
神戸営業所 〒650‐0046 神戸市中央区港島中町2丁目2‐1‐8‐4
 TEL (078)303‐2701  FAX (078)303‐8213
金沢営業所 〒924‐0013 石川県白山市番匠町50番地1

 TEL (076)275‐7200  FAX (076)275‐7900

中国販売部 〒700‐0976 岡山市辰己42番109号
 TEL (086)245‐9455  FAX (086)245‐9460
広島営業所 〒732‐0052 広島市東区光町1丁目12番16号

 TEL (082)262‐7101 FAX (082)264‐3285

本社  〒144‐0045　東京都大田区南六郷3丁目12番1号
TEL(03)5711‐8904  FAX(03)5711‐8934

本　社 〒061‐3244 北海道石狩市新港南2‐718‐4
 TEL（0133）64‐2424 FAX(0133)64‐5757

本　社 〒763‐8510 香川県丸亀市土器町北2‐88
 TEL(0877)24‐5484 FAX(0877)24‐4950
高知営業所 〒780‐8007 高知市仲田町2‐28

 TEL(088)831‐1577 FAX(088)831‐2528
松山営業所 〒790‐0041 松山市保免上2‐10‐24

 TEL(089)934‐9088 FAX(089)934‐9166

本　社 〒812‐0007 福岡市博多区東比恵3‐5‐8
 TEL(092)411‐9901 FAX(092)441‐3339
北九州営業所 〒807‐0811 北九州市八幡西区洞北町2‐10
 TEL(093)601‐1336 FAX(093)601‐1371
熊本営業所 〒861‐4101 熊本市近見8‐14‐66

 TEL(096)358‐4011 FAX(096)358‐4014
鹿児島営業所 〒891‐0114 鹿児島市小松原1丁目69‐5
 TEL(099)266‐2960 FAX(099)266‐2962
沖縄営業所 〒901‐2122 沖縄県浦添市勢理客3‐9‐1勢理客産業ビル4階

 TEL(098)870‐8782 FAX(098)870‐8652


